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	講演の概要

地球上では環境が一定である場所はほとんどなく、生物は常に環境の変化にさらされている。大きな環境の変化は、生物にとってストレス（環境ストレス）として働き生育に大きく影響する。殊に植物は移動ができないため、生育環境がいかに悪化してもそれに適応するしか生き延びることがでず、環境ストレスへの対応は植物にとって生き延びる為の重要な課題である。その為に植物は環境ストレスの察知および適応ついて他の生物では見られないような特殊な機能を進化の過程で獲得してきたと考えられている。そのような植物特有の機能を明らかにすることは、簡素な構造でありながら過酷な生育環境である地上を覆い尽くさんばかりに繁栄した植物の秘密の解明にもつながり、生物学的に意義が大きい。

　　　昨今、地球温暖化の影響による気候変動による農作物育成環境の悪化が懸念されている。一方、人口爆発による食料不足や代替エネルギー生産の為の作物増産など、作物の収量増加が求められている。これらの問題は、劣悪環境でも生育可能な有用作物を作成することで解決または軽減が可能と考えられ、環境ストレスに強い植物の作成技術開発の要求が近年高まっている。つまり、基礎生物学的研究の観点からも応用研究の観点からも植物の環境ストレス応答機構の解明は、重要な研究課題となっている。

　　　これまでの多くの研究から、環境ストレス応答・適応には、植物ホルモンが大きな役割を担っていることが明らかになっている。特に病原菌による攻撃などの生物的環境ストレスには、サリチル酸、ジャスモン酸、エチレンが、乾燥、低温など非生物的ストレスには、アブシジン酸が重要な役割を担っていることが明らかになってきた。本セミナーでは、私たちの研究の紹介しながら、アブシジン酸を中心に植物ホルモン応答機構の分子機構やこれらホルモン応答間の相互作用などについての知見を紹介し、植物の環境応答戦略について議論したい。
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